
ＪＲ東海労ニュース
あわや感電事故！
会社は安全認識を改めよ！

№１４６１

２０１０年 ９月１３日

ＪＲ東海労働組合

９月８日、マスコミは「ＪＲ東海の車掌が架線のビニールを素手で撤去した」と

報道しました。一歩間違えれば感電死亡事故の危険性がある事象です。

原因は「（写真を）撮って」を「取って」と聞き間違えたためとしています。こ

れを契機に、会社は「撮影する」という言葉を使うとしていますが、今まで配慮が

なされなかった背後要因をもっと解明すべきです。現場は机上で考えているように

物事がスムースに動くとは限りません。常に乖離があるのを前提としなければ、安

全は確保できません。

架線に高圧電流が流れていることは乗務員ならば知っているはずです。しかし、

ビニールを素手で撤去したのが現実です。この間の会社の安全教育はどうだったの

でしょうか？架線には高圧電流が流れていると認識していても「（聞き間違いで

も）取って」と言われたら、上の命令には絶対だと思って従うのでしょうか？もし

そうだとしたら、「命令と服従」の社風がはびこっている証左です。

ところで、この事象は７月22日に発生し、「感電事故の防止」というタイトルで

職場に掲示されました。な

ぜ１ヶ月半後になって新聞

に出るのでしょうか？ＩＣ

乗車券の不正使用の時は、

素早くマスコミに公表され

ました。この件は隠し通そ

うとしたのでしょうか？何

か経営側の意図があるよう

にしか、思えてなりません。

９月８日静岡新聞


